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有
料
老
人
ホ
ー
ム
の

　
　
医
療
処
置
へ
の
対
応

大
半
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
は

床
ず
れ
の
ケ
ア
な
ど
比
較
的
容
易

な
医
療
処
置
で
あ
れ
ば
受
け
入
れ

て
い
る
が
、
手
間
が
か
か
っ
た
り

リ
ス
ク
を
伴
う
医
療
処
置
の
場

合
、
ホ
ー
ム
に
よ
り
受
け
入
れ
の

可
否
が
異
な
っ
て
く
る
。（
表
１

参
照
）

　
ま
た
、
表
２
に
記
載
し
た
項
目

に
該
当
す
る
ホ
ー
ム
は
受
け
入
れ

可
能
な
医
療
処
置
の
範
囲
が
広
い

場
合
が
多
い
。

逆
に
、
こ
う
し
た
項
目
の
大
半

が
該
当
し
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、

手
間
の
か
か
る
医
療
処
置
が
必
要

な
人
も
受
け
入
れ
る
と
し
て
い
る

ホ
ー
ム
は
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て

対
応
可
能
な
の
か
ど
う
か
慎
重
に

見
極
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま

た
、
同
じ
医
療
処
置
で
も
手
間
や

リ
ス
ク
が
異
な
り
受
け
入
れ
困
難

な
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
本
人
や
家

族
の
み
で
な
く
担
当
医
か
ら
ホ
ー

ム
に
対
し
て
十
分
説
明
し
て
も
ら

う
必
要
が
あ
る
。

　
介
護
付
き
か
住
宅
型
か

　
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
特
定
施
設

で
あ
る
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー

ム
と
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
が

あ
る
。
前
者
は
ホ
ー
ム
の
職
員
が

介
護
を
行
い
、
後
者
は
ホ
ー
ム
と

は
別
の
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
入
居
者
の
依
頼
に
基
づ
き
派

遣
さ
れ
た
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
っ
て
介

護
が
行
わ
れ
る
。

介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で

は
入
居
者
の
介
護
は
ホ
ー
ム
の
責

任
で
行
わ
れ
る
。
要
介
護
者
３
人

に
対
し
て
最
低
１
人
以
上
の
介
護

職
員
を
置
く
こ
と
（
３
対
１
と
標

記
）
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

が
、
重
度
の
介
護
者
が
多
い
ホ
ー

ム
で
は
こ
の
人
員
配
置
は
更
に
手

厚
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

最近、健康保険の運用が厳しくなり、一般の病院では入院していても
病状が安定期に入ると退院するように言われたり、慢性的な疾病を持つ人
の受入れ先となっている療養病床も、満室のところが多くなり、医療処置
を必要とする人たちの行き場に困るケースが増えている。自宅での生活が
困難な場合は、病院のケースワーカー、担当のケアマネージャー、市区町
村の窓口等に相談し、受け入れてくれる施設を探すことになる。今回はこ
うした場合の選択肢の一つとして、受け入れ可能な医療処置の範囲が広い
有料老人ホームを見てみることにした。
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【表２】　受入れ可能な医療処置の範囲が広いホームの特徴

そ
の
よ
う
な
ホ
ー
ム
で
は
上
乗
せ

介
護
費
が
別
途
徴
収
（
入
居
時
一

時
払
い
ま
た
は
月
払
い
）
さ
れ
る

場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
費
用
は
予
め
明
示
さ
れ
て
い
る

ば
介
護
費
用
が
介
護
保
険
で
カ

バ
ー
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
ホ
ー
ム
で
は
系
列
の
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

工
夫
し
て
介
護
保
険
の
範
囲
内
に

収
め
る
努
力
を
し
て
く
れ
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
に

よ
っ
て
は
介
護
保
険
で
カ
バ
ー
し

き
れ
な
い
場
合
の
入
居
者
自
己
負

担
の
上
限
を
取
り
決
め
る
と
こ
ろ

も
あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
こ
う

し
た
工
夫
に
も
限
度
が
あ
る
か

ら
、
要
介
護
度
が
上
が
れ
ば
最
終

的
に
高
額
の
介
護
費
用
を
自
己
負

担
す
る
か
、
支
払
え
な
い
場
合
は

介
護
の
一
部
を
や
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
危
険
性
も
あ
る
。
医
療
処

置
が
必
要
な
入
居
者
は
介
護
の
必

要
性
も
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
住
宅
型
の
ホ
ー
ム
を
検
討
す

る
場
合
は
こ
の
点
を
よ
く
理
解
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。（
こ
の
点

は
要
介
護
者
を
受
け
入
れ
る
高
齢

者
専
用
賃
貸
住
宅
に
も
同
じ
問
題

が
あ
る
）

【表１】　有料老人ホームの医療処置への対応

①入居者を受け入れているホームが多い医療処置
疼痛の緩和、インシュリン注射、吸入、胃ろうのケア、
人工肛門のケア、膀胱留置カテーテルのケア、在宅酸
素療法、創傷・褥創（床ずれ）のケア、摘便、浣腸

②ホームにより受け入れ可否が分かれる医療処置
インシュリン以外の注射・点滴、腎透析のケア、胃ろ
う以外の経管栄養のケア、吸引

③どのホームでも受け入れが難しい医療処置
　人工呼吸器の使用、気管切開のケア

出典：「特定施設における医療サービス等の確保のあり方に関する調査
　　　研究報告書」　野村総合研究所　2008年3月

か
ら
要
介
護
度
が
あ
が
っ
て
も
介

護
費
用
の
自
己
負
担
分
（
１
割
）

が
数
千
円
増
加
す
る
だ
け
で
、
予

期
せ
ぬ
多
額
な
費
用
が
か
か
る
心

配
は
少
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
住
宅
型
は
介
護

は
ホ
ー
ム
の
責
任
で
は
な
く
、
入

居
者
が
個
々
人
で
介
護
を
依
頼
す

る
形
式
で
あ
る
。
従
っ
て
、
重
度

化
し
て
長
時
間
介
護
を
依
頼
す
れ

①中規模以上（入居者70人以上）
②介護の人員体制が手厚く、看護師の配置も手厚い　
　（要介護者２名に対して介護・看護職員1名以上）
③宿直や夜勤の看護師がいる
　（この条件に該当するホームは約15％程度）
④協力医療機関が同一法人または関連法人である
⑤併設または近接した系列・提携診療所がある
⑥看取りに前向きに取り組んでいる
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こ
れ
ま
で
医
療
法
人
は
直
接
、

薬ず
、
系
列
会
社
を
通
じ
て
行
っ
て

い
た
が
、
平
成
琶丼
年
４
月
の
医
療

法
の
改
正
で
直
接
運
営
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
ホ
ー
ム

は
全
国
で
も
ま
だ
数
少
な
く
、
東

京
都
内
で
は
よ
う
せ
い
Ｈ
デ
ィ
カ

ル
ヴ
ィ
ラ
（
平
成
琵率
年
５
月
開

設
）
が
２
番
目
で
あ
る
。

当
ホ
ー
ム
は
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
「
六
町
駅
」
ま
た
は
東
武
伊

勢
崎
線
「
竹
ノ
塚
駅
」
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
バ
ス
で
琶率
分
弱
の
所
に
あ

る
。
事
業
主
体
は
医
療
法
人
社
団

容
生
会
。
１
９
９
４
年
に
増
田
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
炎

燓

巸
寨

在
宅
医
療
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
医

療
と
介
護
の
包
括
的
支
援
を
当
地

で
行
っ
て
き
た
。

５
階
建
て
の
建
物
の
う
ち
１
階

に
は
内
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
を
中
心

に
琶丼
床
の
入
院
病
床
を
も
つ
薬

診
療
所
「
よ
う
せ
い
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
が
併
設
。
２
階
か
ら
４
階
に

計
扶率
室
の
薬

室
、
５
階
は
集
会
室
兼
多
目
的

ホ
ー
ル
と
屋
上
庭
園
が
あ
る
。
ま

た
、
徒
歩
琶率
分
の
と
こ
ろ
に
は
在

宅
診
療
を
行
う
「
増
田
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
が
あ
る
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
２
階
に
上
が

る
と
受
付
が
あ
り
、
そ
の
す
ぐ
横

に
看
護
師
が
常
駐
す
る
健
康
管
理

室
、
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

る
。
居
室
は
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
中
心
に
Ｌ
字
型
に
配
置
さ
れ
て

い
る
の
で
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
各
部
屋
の
入
口
が
見
渡
せ
る
。

ま
た
、
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
前

の
コ
ー
ナ
ー
に
食
堂
と
休
憩
ス

ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
居

室
へ
の
廊
下
は
幅
約
２
・
２
ｍ
と

広
々
し
て
お
り
、
家
具
や
内
装
は

木
目
調
で
統
一
さ
れ
て
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
だ
。
ど
の
沿
も
同
じ
設

計
で
、
入
居
者
は
２
階
琶玲
名
、
４

沿
４
名
の
計
琶亙
名
（
平
成
琵率
年
８

月
末
現
在
）。
現
在
は
入
居
者
が

少
な
い
た
め
食
事
は
全
員
２
階
の

食
堂
で
と
っ
て
い
る
。

　
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
の
役
割
を
担
う

　
当
ホ
ー
ム
の
特
色
は
、
人
工
呼

吸
器
の
使
用
は
原
則
対
応
可
能
な

ど
、
大
半
の
医
療
処
置
に
対
応
で

き
る
こ
と
だ
。
在
宅
診
療
・
在
宅

ホ
ス
ピ
ス
を
展
開
し
て
い
る
増
田

ク
リ
ニ
ッ
ク
が
医
療
面
を
サ
ポ
ー

ト
し
、
夜
間
緊
急
時
に
は
１
階
に

あ
る
薬
看
護

師
が
対
応
し
、
必
要
な
場
顧
藴

院
も
で
き
る
。
入
居
者
も
こ
の
点

を
大
変
評
価
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
の
機
能

も
果
た
し
て
お
り
、
５
月
の
援
設

以
来
、
末
期
が
ん
の
人
な
ど
、
既

に
４
名
の
看
取
り
を
行
っ
て
い

る
。
入
居
金
な
し
の
月
払
い
方
式

で
あ
れ
ば
、
月
額
筆率
万
円
前
後
に

介
護
保
険
の
自
己
負
担
分
で
利
用

で
き
る
の
で
、
病
院
の
ホ
ス
ピ
ス

に
比
べ
て
、
か
な
り
安
く
利
用
で

き
る
の
も
魅
力
だ
。
家
族
が
泊
ま

り
込
む
場
顧
藴

榆
ケ゚

㫳
燓

持
ち
込
ん
だ
り
、
相
談
・
家
族
室

に
宿
泊
で
き
る
。
ま
た
、
亡
く

な
っ
た
後
、
出
棺
ま
で
は
１
階
の

よ
う
せ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
部
屋
に

安
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　 医

療
法
人
が
運
営
す
る
薬
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　 現 在 の 入 居 者 1 8 名 中 1 0 名 が嶈 療 処 置 を 必 要 と し 、 で あ る 開 設 当 初 の 想 定 で は 、 要 医 療 処 庋 者 比 率 は ３ 分 の １ 程 度 と 見 込 ん で い 配 置 は

2 . 5 嗓 １ と し 、 上 乗 せ 介 護 跱 は 徴 求 し て い し か し 、 現 状 の よ う な 要 医 療 処 庋 者 比 率 が 継 続 す れ ば 、 庋 体 制 い

　 韘 跱 は 月 額 甤 よ り 高 牿 食 璻 界 大 手 の 日 清 医 療 食 郰 俒 委 託 す る 𪀯 定 し た た め 。 塏 し 、 現 状 で は 緐 居 者 が ま だ 少 口 の 入 居 者 が い る な ∵ 鋆 暫 定 的 俒 7 Ｋ 哯 ー ズ の 調 理 済 み 食 葙 （ 一 汁 糓 菜 ） を 購 入 し て 食 蟪 を 提 猽 仃 て い し か し 、 年 末 に ‚ 入 居 者 の 増 加 に æ り 喫 食 謜 も 増 加 す る て い （ 一 汁 三 菜 ） 予 定 と の こ と 。

　 㮍 種 の 医 療 処 置 を 必 要 と す 关 脍 ė 謜 を 受 要 介 護 度 の 高 哪 元 気 一般 的 俒 ‚ 蟪 は 𩺊 ん で は 当 花 火 大 会 な ∵ １ 回 程 度 の 行 蟪 は 耬 っ て い

日 頃 ‚ 特 別 テ ィ や ク ラ ブ 活 動 は 耬 わ れ て い

　 嶈 療 法 人 秈 秈 秈 秈 秈 秈 仫 る

嶈 療 法 人 有 料 ΰ 人 入 居 者 か ら 見 た メ リ ッ ト は 斸 俦 嶈 療 法 人 蝀 𪀯 を 運 営 す る 隺 脞 、 患 者 の 囲 い 込 み と 批 判 あ る が 、 逆 俒 言 p ト ー タ ル で ケ ア す る 嗃 制 な っ て い 蟪 実 、 ホ ー ム 倓 入 居 者 は 、 入 居 以 前 か ら 同 法 人 リ ニ ッ ク の 患 者 で あ っ た 人 哪 勩 田 医 師 は 回 ‚ 入 居 者 の 具 脞 を チ ッ ク し に 立 ち 寄 僇 た 、 嶈 療 と ホ ー ム 倓 会 計 は 駡 法 人 全 体 と し て は 一 つ 兠 、 単 独 で 運 営 す る 贁 べ て 、 安 定 し た 運 営 が 期 待 で き住 宅 型 有 料 ΰ 人 「ウェルネスシップ三世」 （三䰠㈱）倜、厭𩷛1 8 年 1 1 秌 に 開 𪀯 母 嗃 で あ る 佐 絜 木 病 院 （ 総 脞 病 院 、9 7 床）戦前から個人遴院を当地で開璻し、平𩷛1 2年 の 介 護 保 険 法 施 耬 に 伴 い 介 𥿠 事 業 に 進 出 遴 院 を 核 と し 侅 訪 匁 看 𥿠 ス テ ー シ 蝙 ン 、 居 圬 介 護 支 援 事 業 所 、 デ イ ケ 划 、 ヘ

生

活

を

楽

仃

む

㮍

賕

の

プ

ロ

劻

ラ

ム

㓇

用

意
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ど
を
運
営
し
、関
連
会
社
が
運
営
す

る
当
ホ
ー
ム
を
含
め
、高
齢
者
の
一

貫
し
た
ケ
ア
を
目
指
し
て
い
る
。

当
ホ
ー
ム
は
京
浜
東
北
線
「
鶴

見
駅
」
か
ら
バ
ス
で
10
分
の
高
台

に
あ
る
。
建
物
は
４
階
建
て
で
、

１
階
は
受
付
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ヘ

ア
サ
ロ
ン
、
ホ
ビ
ー
ル
ー
ム
、
厨

房
、
診
療
所
（
佐
々
木
病
院
が
運

営
す
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
佐
々
木
―
医

者
が
居
室
に
往
診
）。
２
階
と
３

階
が
１
人
用
居
室
44
室
、
４
階
は

二
人
部
屋
11
室
。
広
い
廊
下
、

シ
ッ
ク
な
内
装
は
ま
る
で
ホ
テ
ル

の
よ
う
だ
。
２
階
か
ら
４
階
に
は

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
行
え
る
広
い

リ
ビ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。

定
員
66
名
の
う
ち
、
入
居
者
は

48
名
、
夫
婦
３
組
６
名
（
平
成
20

年
８
月
末
現
在
）。
予
約
も
い
れ

る
と
個
人
部
屋
は
満
室
で
、
余
裕

の
あ
る
二
人
部
屋
は
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
部
屋
と
し
て
利
用
し
て
い

る
が
、
い
つ
も
予
約
で
う
ま
っ
て

い
る
そ
う
だ
。

　
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
医
療
処

置
は
、
人
工
呼
吸
器
、
気
管
切
開

の
ケ
ア
、
胃
ろ
う
以
外
の
経
管
栄

養
な
ど
。
腎
透
析
は
受
け
入
れ
可

能
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
の
他
の

医
療
処
置
は
原
則
と
し
て
総
て
受

け
入
れ
て
い
る
。
夜
間
は
介
護
職

員
の
み
で
看
護
師
は
い
な
い
が
、

緊
急
時
は
母
体
で
あ
る
佐
々
木
病

院
が
受
け
入
れ
て
く
れ

る
。但
し
、佐
々
木
病
院
は

夜
間
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
Ｃ
Ｔ

な
ど
の
検
査
が
行
え
な
い

た
め
、
そ
う
し
た
検
査
が

必
要
な
場
合
は
、
徒
歩
約

10
分
の
距
離
に
あ
る
協
力

病
院
「
済
生
会
東
部
病
院
」

に
搬
送
す
る
。

　
現
在
の
入
居
者
は
、
病
院
か
ら

転
居
さ
れ
た
方
が
多
い
が
、
医
療

処
置
を
受
け
て
い
る
人
は
10
名

（
胃
ろ
う
３
名
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
注

射
３
名
、腎
透
析
２
名
、在
宅
酸
素

療
法
２
名
）で
、入
居
者
の
２
割
程

度
だ
。
し
か
し
、
全
員
が
要
支
援
・

要
介
護
者
で
平
均
要
介
護
度
は
3.2
、

平
均
年
齢
82
歳
と
な
っ
て
い
る
。

　
担
当
者
を
お
い
て

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
充
実

当
ホ
ー
ム
の
特
色
の
一
つ
は
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
担
当
者
を
お

い
て
、
入
居
者
の
好
み
や
能
力
に

あ
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
工
夫
し
て
い
る

こ
と
だ
。
ビ
ン
ゴ
、
俳
句
、
写
経
、

書
道
、
音
楽
セ
ラ
ピ
ー
、
生
け
花
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
様
々
な
ク
ラ
ブ
活

動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
参
加
者
も

多
い
と
の
こ
と
。
更
に
お
茶
会

（
月
２
回
）、
花
見
ツ
ア
ー
、
外
食

ツ
ア
ー
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
重

度
で
医
療
処
置
が
必
要
な
入
居
者

が
多
く
な
る
と
病
院
の
よ
う
な
雰

囲
気
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
こ
う

し
た
活
動
を
通
じ
て
生
き
が
い
を

持
っ
て
入
居
者
に
生
き
生
き
と
暮

ら
し
て
も
ら
う
よ
う
努
力
し
て
い

る
よ
う
だ
。

　
住
宅
型
の
メ
リ
ッ
ト
、

　
　
　
　
　
　
デ
メ
リ
ッ
ト

　
こ
の
ホ
ー
ム
は
住
宅
型
な
の

で
、
入
居
者
の
依
頼
に
よ
り
１
階

に
併
設
し
て
い
る
ヘ
ル
パ
ー
ス
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テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
ヘ
ル
パ
ー
が
派

遣
さ
れ
て
、
介
護
に
あ
た
る
。
要

介
護
度
が
重
度
に
な
る
可
能
性
の

あ
る
人
が
住
宅
型
を
検
討
す
る
場

合
の
注
意
点
は
冒
頭
に
述
べ
た
と

お
り
で
あ
る
。

　
一
人
部
屋
の
居
室
面
積
は
18
㎡

と
、自
立
者
に
は
や
や
狭
く
、か
つ
、

医
療
処
置
を
必
要
と
す
る
入
居
者

も
受
け
入
れ
る
方
針
で
あ
れ
ば
、

入
居
者
は
今
後
も
必
然
的
に
要
介

護
度
の
高
い
人
が
入
居
す
る
で
あ

ろ
う
。
施
設
側
も
入
居
一
時
金
の

償
却
期
間
を
５
年
と
介
護
専
付
有

料
老
人
ホ
ー
ム
と
同
水
準
の
期
間

に
し
て
お
り
、
入
居
対
象
者
を
要

介
護
度
の
高
い
人
を
中
心
に
考
え

て
企
画
設
計
し
て
い
る
も
の
と
想

定
さ
れ
る
。
住
宅
型
は
、
自
立
者
や

軽
度
の
要
介
護
者
に
は
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
が
、
当
ホ
ー
ム
の
よ
う
な

入
居
者
の
実
態
に
対
し
、
最
適
な

形
式
か
ど
う
か
疑
問
は
残
る
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
を
と
ら
れ

て
い
る
入
居
者
の
中
で
、
ヘ
ル

パ
ー
が
１
対
１
で
食
事
介
助
を

行
っ
て
い
る
方
を
何
人
か
見
か
け

た
。
３
食
と
も
摂
食
全
介
助
の
場

合
、
他
の
介
護
の
事
も
考
え
る

と
、
介
護
保
険
の
限
度
内
で
介
護

を
行
う
の
は
難
し
い
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
方
々
も
介
護

保
険
の
限
度
内
で
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

京
王
線
ま
た
は
Ｊ
Ｒ
中
央
線

「
八
王
子
駅
」
か
ら
バ
ス
で
10
分
、

多
摩
川
の
支
流
の
浅
川
の
ほ
と
り

に
ウ
ェ
ル
ハ
イ
ム
八
王
子
は
あ

る
。
国
道
16
号
か
ら
少
し
入
っ
た

国
道
側
に
新
館
が
あ
り
、
そ
の
奥

に
１
階
と
２
階
の
渡
り
廊
下
で
繋

が
っ
た
介
護
棟
が
あ
る
。

　
こ
の
ホ
ー
ム
の
運
営
会
社
で
あ

る
ウ
ェ
ル
ラ
イ
フ
（
株
）
は
、
昭

和
62
年
の
ウ
ェ
ル
ハ
イ
ム
東
京

（
足
立
区
）
の
開
設
と
同
時
に
設

立
さ
れ
、
東
証
１
部
の
医
薬
品

メ
ー
カ
ー
日
本
ケ
ミ
フ
ァ
の
１
０

０
％
子
会
社
で
あ
る
。
そ
の
後
、

平
成
２
年
に
ウ
ェ
ル
ハ
イ
ム
八
王

子
の
介
護
棟
、
平
成
８
年
に
新
館

を
開
設
し
た
。
昨
年
、
親
会
社
が

持
株
を
海
外
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
に

80
％
譲
渡
し
た
が
、
日
本
ケ
ミ

フ
ァ
の
関
連
会
社
と
し
て
の
ブ
ラ

ン
ド
維
持
の
観
点
か
ら
20
％
の
持

株
比
率
を
維
持
し
て
い
る
。

　
新
館
の
１
階
南
側
に
あ
る
玄
関

を
入
る
と
、
大
き
な
ロ
ビ
ー
が
あ

り
、
奥
に
は
受
付
と
コ
ー
ヒ
ー
ラ

ウ
ン
ジ
が
あ
る
。
玄
関
側
の
左
手

に
は
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
も
入
っ
た

談
話
室
が
あ
り
、
南
に
窓
が
あ
る

た
め
と
て
も
明
る
い
。
１
階
に
は

こ
の
ほ
か
大
浴
場
、
中
浴
場
が
あ

る
。
２
階
に
は
新
館
入
居
者
用
の

食
堂
が
あ
る
。
介
護
棟
は
１
階
、

２
階
に
食
堂
が
あ
る
。
こ
の
ホ
ー

ム
は
ど
の
階
に
行
っ
て
も
働
い
て

作
っ
て
介
護
を
行
っ
て
お
り
、
自

己
負
担
の
超
過
は
発
生
し
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
ホ
ー
ム
側
の
努
力
も
、
重
度
の

要
介
護
者
が
増
加
し
て
く
る
と
、

介
護
保
険
の
限
度
内
で
の
や
り
く

り
が
難
し
く
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

長
い
歴
史
と
実
績
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い
る
方
が
明
る
く
丁
寧
に
挨
拶
を

し
て
下
さ
り
、
ホ
ー
ム
の
職
員
教

育
の
徹
底
が
う
か
が
え
た
。

　
熱
心
な
訪
問
医
療
機
関

　
　
　
　
　
　
と
の
提
携
が
鍵

　
当
ホ
ー
ム
が
様
々
な
医
療
処
置

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
４
年
前
に
訪
問
診
療
を
行
う

伴
野
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
提
携
し

体
制
を
整
え
て
か
ら
で
あ
る
。
同

ク
リ
ニ
ッ
ク
は
週
１
回
ホ
ー
ム
の

診
察
室
で
診
察
を
行
う
と
共
に
、

24
時
間
体
制
で
電
話
に
よ
る
指
示

が
可
能
。
以
前
に
は
、
緊
急
時
に

伴
野
院
長
が
目
黒
の
自
宅
か
ら
車

で
急
行
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
の

こ
と
。
夜
間
に
看
護
師
は
常
駐
し

て
い
な
い
が
、
オ
ン
コ
ー
ル
で
対

応
す
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
大
半
の
ホ
ー
ム
が
受
け

入
れ
で
き
な
い
気
管
切
開
後
の
ケ

ア
や
、
人
工
呼
吸
器
の
使
用
者
も

対
応
で
き
る
場
合
も
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
入
院
は
近
隣
の
総
合
病
院
で
あ

る
八
王
子
山
王
病
院
と
提
携
し
て

い
る
。
更
に
伴
野
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
あ
り
救
急

車
が
搬
送
の
た
め
ホ
ー
ム
の
前
で

何
分
も
立
ち
往
生
す
る
こ
と
は
な

い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
認

知
症
や
精
神
的
な
病
気
に
つ
い
て

も
精
神
科
・
心
療
内
科
の
専
門
医

が
月
２
回
訪
問
し
、
診
療
に
あ

た
っ
て
い
る
。

　
医
療
処
置
が
必
要
な
高
齢
者
が

安
心
し
て
入
居
で
き
る
た
め
に

は
、
こ
う
し
た
訪
問
医
療
機
関
と

の
実
質
的
な
提
携
関
係
に
あ
る
こ

と
が
必
須
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
医

療
処
置
が
必
要
な
入
居
者
は
胃
ろ

う
９
人
、
在
宅
酸
素
療
法
８
人
、

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
注
射
１
人
、
膀
胱

残
置
カ
テ
ー
テ
ル
６
人
（
人
数
は

重
複
あ
り
）。

　
新
館
の
入
居
者
対
象
者
は
、
入

居
時
要
介
護
３
く
ら
い
ま
で
で
、

共
同
生
活
が
で
き
る
人
。
要
介
護

３
以
上
の
人
は
介
護
棟
へ
の
入
居

と
な
る
。但
し
、新
館
か
ら
介
護
棟

へ
の
住
み
替
え
は
な
く
、
最
後
ま

で
自
室
で
介
護
が
受
け
ら
れ
る
。

看
取
り
も
平
成
16
年
か
ら
行
っ
て

お
り
、
家
族
の
泊
ま
り
込
み
は
自

室
ま
た
は
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
で
可
能

で
あ
り
、
多
目
的
室
を
遺
体
安
置

室
と
し
て
使
用
し
、
ホ
ー
ム
内
で

葬
儀
を
や
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
充
実

こ
の
ホ
ー
ム
の
特
色
の
一
つ
は

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
充
実
さ
せ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
新
館
１
階

の
一
角
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ー

ン
が
設
置
さ
れ
、
ト
レ
ー
ナ
ー
が

週
２
回
来
て
指
導
し
て
い
る
。
希

望
者
に
は
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

計
画
書
を
作
成
し
、
１
年
間
の
成

果
を
各
自
に
報
告
し
て
、
や
る
気

を
高
め
て
い
る
。
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
も
盛
ん
で
、
毎
日
午
前
午
後

と
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

行
っ
て
い
る
。
誕
生
会
、
外
食
会

な
ど
毎
月
の
恒
例
行
事
や
温
泉
旅

行
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
る
。

当
ホ
ー
ム
は
新
館
84
室
（
定
員

84
名
）、
介
護
棟
22
室
（
定
員
34

名
）
の
合
計
１
１
８
名
と
規
模
は

大
き
い
。
し
か
し
、
介
護
棟
は
建

物
の
老
朽
化
も
目
立
つ
事
か
ら
大

規
模
な
改
修
を
検
討
し
て
お
り
、

現
在
、
個
室
は
積
極
的
に
募
集
し

て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
介
護
棟

と
新
館
を
合
わ
せ
た
入
居
率
は
72

％
と
や
や
低
め
と
な
っ
て
い
る
。

（
岩
井
）
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新館 介護棟

介護付
有料老人ホーム

住宅型
有料老人ホーム

東京都足立区
東保木間2‐1‐1

神奈川県横浜市鶴見
区上末吉1‐1‐16

03‐5831‐3370  045 -580 -3230

医療法人社団容生会 三世株式会社

平成２０年５月 平成１８年１１月 平成８年 平成２年

つくばエクスプレス「六
町駅」または東武伊勢
崎線「竹ノ塚駅」からそ
れぞれバスで10分弱

京浜東北線「鶴見駅」
からバスで１０分

60名 66名 84名 34名

60室 55室 84室 22室

18.3㎡（57室）
20.13㎡（3室）

18㎡（44室）
35.4～37.78㎡（11室）

22.89～45.78㎡
（最多Aタイプ
22.89㎡56室）

個室 23.37～46.74㎡
(最多 23.37㎡　15室）
３～４人部屋　46.74㎡

入居一時金 500万円 507万円（79歳以下）

1750～3500万円
（最多A タイプ

 1750万円）85歳以
上Aタイプ1,000万

円

1600～3200万円
（最多　1600万円）

３～４人部屋
600～1200万円

初期償却 20% 147万円（79歳以下） 12%（85歳以上15％） 12%

償却期間 60か月の均等償却
残り360万円（79歳以
下）を5年均等償却

10年（85歳以上5
年）

6年

その他
入居保証金420万円

（79歳以下）
退去時返却なし

入居時に介護一時
金　210万円

（初期償却10％
償却期間5年）

管理費 70,000円 78,750円 94,500円 94,500円

食費 63,000円 66,150円 66,150円 66,150円

家賃
51,000～81,000円

（最多価格帯71,000円）
85,000円（一人部屋） なし なし

その他
上乗せ介護費

月払い31,500円

光熱水費 管理費に含まれる 管理費に含む 実費
実費

（3～4人部屋3,150円）

2.5：１
ヘルパーステイションか

らその都度訪問

042－626－0021

費
用

入
居
時

月
額
利
用
料

ＴＥＬ

居室数

事業主体

開設

交通

定員

介護に係る
人員体制

居室面積

2.0：１

ウェルライフ（株）

京王線またはJR中央線
「八王子駅」からバスで１０分

介護付
有料老人ホーム

東京都八王子市中野上町1-2-2

ホーム名
ようせい

メディカルヴィラ
ウェルネスシップ三世

ウェルハイム八王子

種類

住所


